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【要旨】 

 本稿で日本語教師養成講座の講義の内容を通時的に見ていった。それを踏まえて、今までに取り上

げていない分野、医学、大脳生理学、生理学等が重要であることを述べた。その具体例として脳と運

動と日本語教育について、そして、食事、eスポーツと日本語教育について言及した。 

 

１．「はじめに」の前に 

 まず、本稿で論じるにあたって論考の背景となった 2023 年 3 月現在の私の経歴を述べたい。脳神経

外科専門の医師、医学者の父。生物学者の祖父のもとで生まれ育った。現 3000m 年代別室内日本記録

保持者、2016 アテネマラソン日本人トップである。マスターズスポーツ科学研究会理事として 2013

年に身体運動中の神経及び筋機能メカニクス専門の石川昌紀氏達とともにマスターズ陸上競技アスリ

ートに神経・筋機能の測定を行った。ランニング学会前理事研究委員、公益社団法人日本マスターズ

陸上競技連合事業企画委員会元委員、マスターズスポーツ科学研究会委員を歴任した。 

 

２．はじめに 

 1980 年後半、日本語教師養成の整備が始まり、日本語教育能力検定試験も行われるようになった。

そして、その教育科目内容等が改定されて現在に至っている。本発表で、どういう科目があって、全

く問題、取り上げていない（日本語教育に問題になっていない）分野があるのか、私の経歴をから見

て述べてみたい。日本語教育関係者とは違った異端児の立場からコペルニクス的発想で？述べてみた

い。 

 

３．日本語教育の科目の流れ 

３．１ 日本語教育能力能力試験がないころ(1980 年後半） 

 1983 年留学生 10 万人計画ではじまり、日本語教育ブームが始まった。1986 年に論者の受けた日本

語教師養成講座（御茶ノ水で開講された講座）は、講座の時間は 120 時間ほどで実習がなかった。講

座の内容は、『日本語初歩』（国際交流基金）の教え方と音声学の基礎の座学がメインであった。 
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３．２ 日本語教育能力試験ができたころ 

 1988 年の文部省のガイドラインに基づき （財）日本語教育振興協会が定めた「日本語教員の資格

取得の基準」が、それに準じる機能を果たしている。 

 その基準とは、①大学での日本語教育科目の主（副）専攻、②（財）日本国際教育支援協会の日本

語教育能力検定試験(6)の合格、③日本語教師養成講座での 420 時間以上の教育、のいずれかを満たす

こととされるが、このうち②で示された日本語教育能力検定 試験の出題範囲は、①の日本語教育科目、

③の 420 時間講習の内容の参照枠として用いられ、事実上の日本語教師養成シラバスとして機能して

いる。そのため一般の教育機関でも、日本語教育能力試験合格が日本語教師採用の応募資格とされる

ようになっている（岡本 2005）。 

日本語教育能力試験(1988 年）がはじまり、日本語教師養成講座の 420 時間(1993 年）設定、日本語

教育振興協会設立など日本語教育機関の充実が整いつつあった。 

教師養成で教えるべき理論科目の教授内容は具体的にどうかというと日本教育事典に述べていること

が骨格であると考えられる。 

『日本語教育事典』(1987)は、アマゾンの書籍紹介によると「音声・音韻、文法・表現、語彙・意味、

語法各説、文字・表記、言語技能、教授法、視聴覚教育、機関・人」の 9 章に編集し、豊富な資料と

ともに必要なあらゆる事項を収録している。これを見てみると言語そのものに関することつまり、文

法、語彙、意味等がメインであると言える。 

一方、後述することになるが日本語教師養成講座の内容が変わる 2000 年前半以降に出た『新版日本

語教育事典』を見ると言語そのものに関する以外に言語と社会、言語習得もメインであることが分か

る。 

 

『新版日本語教育事典』2005 年 

「音声・音韻」「文法」「語彙・意味」「ことばと運用」「文字・表記」「ことばと社会」「言語・言語教

育研究の方法」「言語習得・教授法」「教育・学習メディア」「国内の日本語教育」「海外の日本語教育」

の 11 章で構成。(アマゾンの書籍紹介） 

 

３．３ 90 年代の様子 

 1990 年入管法改正によって日系ブラジル人、子弟が日本に多く定住するようになり日本語教育の様

子が変わってきた。子どもの日本語教育に直結するバイリンガルの問題や定住外国人に関わる異文化

接触等の問題が出てきた。 

日本語教員に望まれる資質能力のまとめ（1999 年「日本語教員の養成に関する調査研究協力者会議」

報告書より）で「日本語教員に望まれる資質・能力」が提唱された。それについて述べてみたい。簡

単にまとめると以下の通りである。 

 

● 基本：教員自身の、日本語を正確に理解し的確に運用できる能力 

● それを確保した上で大切な資質能力 ・学習者に対する実践的なコミュニケーション能力・日

本語ばかりでなく広く言語に対する深い関心と鋭い言語感覚・国際的な活動を行う教育者とし

ての豊かな国際的感覚と人間性 ・自らの職業の専門性とその意義についての自覚と情熱 日本

語教員の専門性  

104



(1) 言語に関する知識能力外国語や学習者の母語（第一言語）に関する知識や理解があり、対照言

語学的視点からの日本語の構造や言語の習得過程に関する知識を有する 

(2) 日本語の教授に関する知識能力 過去の研究成果や経験などを踏まえた上で、カリキュラムを

作成したり、授業や教材などを分析したりする能力があり、それらの総合的知識と経験を教育

現場で 実際に活用・伝達できる能力を有する  

(3) その他日本語教育の背景をなす事項についての知識理解 日本と諸外国の教育制度や文化事情

に関する理解や、学習者のニーズに関する的確な把握 

 

上記を見てみると言語に関する知識、専門性が重視されていることが分かる。ただ、言語を操る人

間自身の研究、教育を行う時の周りの環境に関する科学、つまり医学、大脳生理学、気候環境学等の

自然科学分野については全く取り上げていない。 

 

３．４ 2000 年以降 

 2000 年報告書「日本語教育のための教師養成について」で教師養成課程の内容が改正された。詳細

な内容については資料の図１参照。「日本語教育のための教師養成について」を見ると言語そのものと

言語と文化、社会、言語習得発達が柱になっていると思われる。 

また、「教育人材の養成・研修のあり方について」(報告）改訂版（2018 年文化審議会・日本語分科会）

では 2000 年に出た教育内容に関する課題として、以下のことを挙げている。 

 

① 多様な教育目的や学習者のニーズ等に対応する幅広い教育内容が示されているが、様々な活動

分野や役割に応じた資質・能力や教育内容は示されていない。 

② 三つの教育領域、五つの区分とそれに対応する教育内容の例等を示しているが、必ず学習すべ

き内容が明確に示されてはいない。 

③ 提示以来 18 年が経過していることから、大学等における教育・研究の進展や社会情勢の変化

に、対応できていない。 

 

上記のこと（①～③）が課題であるが、言語を操る人間、教育を行う時の周りの条件に関する科学、

つまり、医学、大脳生理学、環境学等の自然科学分野については全く取り上げていない。日本語教育

関係者は、言語関係、異文化教育の出身者であって、医学、大脳生理学、運動生理学等の知識や人材

等に接することはほとんどないからであろう。また、日本語教育は他分野、他業種との接触を積極的

に取ろうとしないように思われる。 

2017 年ごろから日本において、日本語教育の国策が叫ばれ日本語教師養成の再整備、日本語教師の

再研修、日本語教師国家資格化が叫ばれるようになった。日本語教師国家資格化で日本語教師養成の

内容で「必須の教育内容」が提唱された。「必須の教育」は以下のように、３つの教育領域（社会・文

化、教育、言語）、５つの区分（社会・文化・地域、言語と社会、言語と心理、言語と教育、言語）に

分類されている。 
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 「日本語教師の資格の在り方について(報告)」13 頁より 

 

これを見てみると言語を操る人間、教育を行う時の周りの条件に関する科学、つまり、医学、大脳

生理学、気候環境学等の科学については全く取り上げていないことが分かる。 

 

４．日本語教育に関わる盲点となる学問分野 

以上、簡潔であるが通時的に日本語教師養成に関することについて述べた。日本語教育養成に関す

ることで、今まで関係していない分野で盲点となっている分野は何か。前述で取り上げているとおり

運動生理学、医学、大脳生理学、栄養学、睡眠学等が考えられる。この事についてあとで具体的に述

べてみたい。そして、話は、大きくそれるが、清水(2022a)で述べている通り政界（国政）財界に日本

語教育関係者、経験者がいなかったが、今回の参議員選挙で誕生青島健太(スポーツジャーナリスト）

である。 

 

青島健太（あおしま けんた、1958年（昭和33年）4月7日 - ）は、日本維新の会所属の参議院議員

（1期）。日本の元プロ野球選手（元ヤクルトスワローズ内野手）。野球解説者。スポーツライター、

スポーツキャスター、鹿屋体育大学客員教授、流通経済大学客員教授、日本医療科学大学客員教授。

日本クリケット協会理事。日本ペンクラブ会員。YouTuber。現在は東京都在住。 

(中略)5年間のプロ野球生活引退後、新しい人生を模索中に、東京広尾の図書館で知り合ったオース

トラリア人との会話がヒントとなり、半年間の研修の後オーストラリアへ日本語教師として渡る。 

そこで知り合った人との交流を通して、厳しいプロ野球生活の中で忘れかけていたスポーツをする
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喜びや、楽しみ方を思い出し、そのスポーツの素晴らしさの伝え手となることを決意し帰国。スポー

ツライターとして新しい道を歩き始める。現在はあらゆるメディアを通して、スポーツの醍醐味を伝

えている。 

（『ウィキペディア』青島健太より） 

 

今後日本語教育を日本の政策に考えるのなら、日本語教育関係者でない国会議員に託すのではなく、

日本語教育関係者の国政への進出が大切であろう。そのためには日本語教育関係者の国政進出者は、

日本語教育関係だけでなく、環境、福祉等、日本語教育以外の政策の知識も大切になるであろう。 

 

さて、話を戻して盲点となっている分野について具体的に述べてみよう。 

 

A．脳と記憶と日本語学習 

運動生理学における脳と記憶に関する研究が 2010 年以降行われるようになってきた。日本語教育で

は、現在、ワーキングメモリー、短期記憶、長期記憶、記憶のストラテジーの紹介くらいで、脳と記

憶に関することは、深く取り上げていない。これから脳科学の研究が進むと思われるので日本語教育

における脳科学の研究も広く、深く行われていくであろう。ところで、運動には、大きく分けて、有

酸素運動、無酸素運動がある。清水（2022a）で述べているが有酸素運動が脳と記憶に関係があると言

える。清水（2022a）では有酸素運動の代表的なスポーツであるランニングによる日本語指導を提唱し

ている。 

 

B.気温、湿度と日本語学習 

他分野の研究によると気温・湿度と運動・労働・学習とは大いに関係があるようだ。気温上昇と記

憶の関係の研究は、建築、環境工学等を中心に行われている。例をあげると次の通りである。 

 

• 若年層(16～22 歳)を対象とした温熱・空気環境の質が学習効率に及ぼす影響の検討 

• 大学講義室の学習環境に関する実態調査研究 

• 中学校の教室における温熱環境が学習効率・教授意欲に及ぼす影響 

• 気温と湿度の組み合わせ条件が人体の生理 ・心理反応の季節差に及ぼす影響に関する

試行実験 

 

等の研究がある。 

そして、文部科学省が学校保健安全法に基づいて定めた「学校環境衛生管理マニュアル」によると

教室での学習環境は次の通りである。 

 

• 教室等の環境では温度が 17 度以上 28 度以下、 

• 相対湿度が 30％以上 80％以下であることが望ましい 

• 人が快適と感じる相対湿度は 40〜70％と言われており、学校環境生成基準と概ね一致

であると言える。 

• 相対湿度が 70％以上になると、じめじめとした不快感が増し、教室内にいる子どもた

107



ちの集中力も妨げられる可能性が高くなる。 

 

さらに「学校環境衛生管理マニュアル」によると湿度が高くなれば、結露やカビ、ダニが発生しや

すくなり、不衛生な環境になってしまう。また、室内の湿度が高いと汗が蒸発しにくくなる。汗によ

る体温調節機能が阻害されると、熱中症の危険性も高まるそうだ。気温、湿度と学習との関係を研究

することが重要であるにもかかわらず、日本語教育特に国内の日本語教育は無頓着である。今後これ

らの分野の知見を授業等に取り入れる必要があるであろう。 

 なお、簡易冷却での新しい冷却技術が提唱されている。それを商品化して一般の人が使えるように

したのが「コアクーラー」である。以下がコアクーラーについての宣伝文である。 

  

マラソンや競歩のアスリートを中心に広がっている「コアクーラー」を知っていますか？「コアク

ーラー」は“手のひら”の血管を冷やす暑熱対策アイテムで、夏場のトレーニングはもちろん、蒸し

暑い室内や、アウトドアでも活用できるとあって注目を集めています。そこで今回はさまざまなシー

ンで使える「コアクーラー」の効果を探ってみましょう。これまで体温を下げる方法としては、首や

脇、鼠径部（そけいぶ）を冷やすのが一般的でしたが、デサントとシャープが共同開発で、手のひら

を適温で冷やす新たな暑さ対策を提案しています。その名も「コアクーラー」。開発の背景や使い方に

ついてご紹介します。 

(中略) 

 しかし最近では、手のひらを冷やすことが効果的と言われています。 

手のひらの AVA 血管を冷やして“体の中心部”の体温を下げる。 

 手のひらには体温調節を担う AVA 血管という特殊な血管があります。この部位を冷やすことで冷え

た血液が体内を巡るため、深部体温（体の中心部の体温）を下げることができます。 

“適温 12℃”を保つには氷や保冷剤では不可能？ 

 冷やすと言っても、ただ冷やせばいいわけではなく、適温で冷やすことが大切です。氷や保冷剤で

は冷たすぎて血管が収縮してしまい、深部体温を下げることができません。シャープが開発した適温

蓄冷材なら、冷たすぎずマイルドな冷却温度（12℃）を保つことができ、気持ちの良い快適な冷たさ

で効果的に深部体温を下げてくれます。 

(中略) 

 生ものや食品などを冷やす際に用いられる一般的な保冷剤を握ると冷たくて手に痛みを感じません

か？人は皮膚表面温度を冷やし過ぎると、冷刺激を受けて痛みを感じると言われています。一方で、

冷却後の実験データー右図にある 12℃の冷却パックを握った後の温度を見ると、痛みを感じにくく、

気持ちの良い温度で手のひらを快適な冷たさで維持することができます。 

（「夏は“手のひら”を冷やして暑さ対策を！アスリートも着用、ランニングは「コアクーラー」が効

果的」：https://www.descente.co.jp/media/brand/descente/3828/より） 

 

 手のひらを冷やすことが有益であることが述べている。これまで体温を下げる方法としては、首や

脇、鼠径部（そけいぶ）を冷やすのが一般的であったが、コアクーラーは、手のひらを適温で冷やす

新たな暑さ対策を提案している。これを夏の日本語学習の際に用いると学習が促進されるのではない

かと思う。 
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C．食事と学習 

 清水(2022a)で言及したが、日本語教師は食べ物が好きな人が多い。しかし、運動、スポーツはあま

りしない。日本語教育関係者は、Facebook に食べ物をよく載せるが、食べ物の成分や栄養素分析はし

ない。 

マラソン界では、カーボローリングがよく言われている。カーボローリングは、グリコーゲンに糖

を蓄えることである。なお、グリコーゲンに蓄えられる糖の量は少ない。なお、方法には古典式と改

良式がある。 

記憶力をはじめとする脳機能は、食べ物の内容や質によって大きく左右されるものである。児島伸

彦氏は、脳の「シナプスの可塑性（かそせい）」を保つ条件のひとつとして、食生活のバランスを挙げ

ている。シナプス可塑性とは、経験や学習によって、脳の神経細胞同士の結びつきが柔軟に変化する

性質のことである。シナプス可塑性が低いと、新しいことを覚えたり、変化する環境に対応したりと

いったことが難しいため、脳を健康に保つには、正しい食習慣・生活習慣を心がける必要がある。な

お、食事と脳の関連を調査した研究には、オランダ・エラスムス大学の Meike Vernooij 教授らによる、

2018 年のものがある。45 歳以上の男女 4,213 人の食事の質を、オランダ健康審議会の食事ガイドライ

ンに基づき、0～14 点で評価した。調査の結果、食事の質が高い人ほど脳の容積が大きかったのだそう。

「最も健康的な食事」をしていた人と、「最も不健康な食事」の人では、脳容積に約 2ml の差があった

とのことである。 （「記憶力がアップする食べ物 5 選。みんな大好き「バナナ」もあります」：

https://studyhacker.net/memory-food より、文体を変更した） 

 以上のことから学習と食事は、関係がありそうであるが、日本語教育は全く問題にしていないし論

者が知る限りこのことについて言及したものはない。ゆえに、この分野も研究を進めていく価値があ

ろう。 

 

D．e スポーツと日本語教育 

 e スポーツは日本語学習に有効であるかどうか。清水(2022a)によると e スポーツは、高齢者にとっ

て良い運動のようである。 

清水(2022a)でも述べたが、e スポーツで英会話、英語の受験対策行われている。『Tazan No．850 

2023 年 2 月 23 日』の「eスポーツが脳にもたらす作用」によれば幼稚園でも eスポーツはカリキュラ

ムになっており、そしてコミュニケーション力や語学力の上達など、教育的な視点からも注目が集ま

っているのである。今後、e スポーツでの英会話、英語の受験対策を基に日本語教育でどう応用するの

かを考えてみたい。 

 

５．まとめ 

以上、日本語教育の関係のない分野だと思われる医学、建築工学等も大いに関係があることを述べ

た。医学との結びつきは「やさしい日本語」だけではなく、工学も言語景観だけではない。脳および

気温、湿度、教室（建築物）と学習との影響は非常にあるにもかかわらず、日本語教育では全く問題

にしていなかった。今後考察していかなければならない分野であろう。特に日本の夏をいかに克服し

て学習するかが日本語を学習する際に重要である。 

日本語教育、言語関係者も運動、健康、環境などの自然科学の分野に興味を持つことが大切である。

それから「ゲームと日本語教育」の分野は、アニメに関することだけではなく e スポーツも日本語教
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育に取り入れることも大切であろう。 

今後の課題は、本稿で取り上げた専門分野（特に自然科学分野）の知見を駆使した留学生教育、日

本語教育は教育上有効なのか。例えば、外国人学習者、留学生にとって良い食事と思われる食事（清

水（2015）が言う日本語教育食）を取ることで日本語習得が促進するかどうかなどである。それらに

ついて学習者を実験協力者として実験をし、そのデーターを質、量とも充実させ確固たる結論を導き

出すように努力する必要があろう。 
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